
（1）　平成27年８月25日　火曜日 第2686号宮　　城　　県　　公　　報

目　
　

次

 

ペ
ー
ジ

告　
　
　

示

〇
肥
料
の
登
録 

（
農
産
園
芸
環
境
課
）　
　

一

〇
肥
料
の
登
録
有
効
期
間
の
更
新 

（　
　

同　
　

）　
　

二

〇
肥
料
の
登
録
事
項
の
変
更 

（　
　

同　
　

）　
　

二

〇
肥
料
の
登
録
の
失
効 

（　
　

同　
　

）　
　

三

〇
普
通
肥
料
の
検
査
結
果
の
公
表 

（　
　

同　
　

）　
　

三

〇
特
殊
肥
料
の
検
査
結
果
の
公
表 

（　
　

同　
　

）　
　

四

〇
漁
船
損
害
等
補
償
法
に
基
づ
く
事
前
届
出
及
び
指
定
漁
船
調
書
の
縦
覧 

（
水
産
業
振
興
課
）　
　

五

〇
道
路
の
区
域
変
更 

（
道　

路　

課
）　
　

五

〇
道
路
の
供
用
開
始 
（　
　

同　
　

）　
　

五

〇
土
地
改
良
区
役
員
の
就
任
及
び
退
任
の
届
出 

（
東
部
地
方
振
興
事
務
所
）　
　

六

公　
　
　

告

〇
県
営
土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
の
縦
覧 

（
農
村
振
興
課
）　
　

七

監
査
委
員

〇
定
期
監
査
の
結
果
の
公
表 
七

告　
　
　

示

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
十
三
号

　

肥
料
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
肥
料
の
登
録

を
し
た
。

　
　

平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

発　　　　行
宮 城 県
（総務部私学文書課）
宮城県仙台市青葉区
本町三丁目８番１号
電話 022（211）2267
（毎週火，金曜日発行）



第2686号　平成27年８月25日　火曜日 （2）宮　　城　　県　　公　　報

登
録
年
月
日

登
録
番
号

（
宮
城
県
）

肥
料
の
種
類

肥
料
の
名
称

保
証
成
分
量
（
％
）

そ
の
他
の
規
格

生
産
業
者
の
氏
名

又　

は　

名　

称

生
産
業
者
の
住
所

有
効
期
限

窒
素
全
量
り
ん
酸
全
量

加
里
全
量
ア
ル
カ
リ
分

平
成
二
十
七
年

二
月
九
日

第
五
八
九
号

魚
廃
物
加
工
肥
料

魚
廃
物
加
工
肥
料

Ｔ
Ｎ
Ｍ
Ｇ

七
・
〇

四
・
〇

二
・
五

含
有
を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の

最
大
量
及
び
そ
の
他
の
制
限
事

項
は
公
定
規
格
の
と
お
り

大
成
農
材
株
式
会
社

広
島
県
広
島
市
中
区
鉄
砲
町

七
番
八
号

平
成
三
十
年

二
月
八
日

平
成
二
十
七
年

二
月
二
十
日

第
五
九
〇
号

炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム

肥
料

防
塵
炭
酸
カ
ル
シ

ウ
ム

五
三
・
〇

そ
の
他
の
制
限
事
項
は
公
定
規

格
の
と
お
り

東
和
石
灰
工
業
株
式

会
社

宮
城
県
登
米
市
中
田
町
上
沼

字
北
桜
場
八
六
番
地

平
成
三
十
三
年

二
月
十
九
日

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
十
四
号

　

肥
料
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
肥
料
の
登

録
有
効
期
間
の
更
新
を
し
た
。

　
　

平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

更
新
年
月
日

登
録
番
号

（
宮
城
県
）

肥
料
の
種
類

肥
料
の
名
称

保
証
成
分
量
（
％
）

そ
の
他
の
規
格

生
産
業
者
の
氏
名

又　

は　

名　

称

生
産
業
者
の
住
所

有
効
期
限

窒
素
全
量
り
ん
酸
全
量

加
里
全
量
ア
ル
カ
リ
分

平
成
二
十
七
年

二
月
五
日

第
一
〇
五
号

魚
か
す
粉
末

魚
粕
粉
末
肥
料
１

号

七
・
〇

六
・
七

太
協
物
産
株
式
会
社

宮
城
県
石
巻
市
湊
町
四
丁
目

一
番
七
号

平
成
三
十
三
年

二
月
二
十
八
日

平
成
二
十
七
年

二
月
十
三
日

第
五
五
八
号

混
合
有
機
質
肥
料

バ
イ
オ
ノ
ミ
ク
ス

Ｂ
Ｍ

六
・
五

四
・
〇

二
・
〇

含
有
を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の

最
大
量
及
び
そ
の
他
の
制
限
事

項
は
公
定
規
格
の
と
お
り

大
成
農
材
株
式
会
社

広
島
県
広
島
市
中
区
鉄
砲
町

七
番
八
号

平
成
三
十
年

三
月
二
日

平
成
二
十
七
年

三
月
九
日

第
五
一
一
号

混
合
有
機
質
肥
料

バ
イ
オ
ノ
有
機
Ｓ

七
・
二

四
・
〇

二
・
五

含
有
を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の

最
大
量
及
び
そ
の
他
の
制
限
事

項
は
公
定
規
格
の
と
お
り

大
成
農
材
株
式
会
社

広
島
県
広
島
市
中
区
鉄
砲
町

七
番
八
号

平
成
三
十
年

四
月
三
十
日

平
成
二
十
七
年

四
月
六
日

第
五
一
三
号

副
産
動
物
質
肥
料

エ
キ
タ
ン
有
機

六
・
〇

含
有
を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の

最
大
量
及
び
そ
の
他
の
制
限
事

項
は
公
定
規
格
の
と
お
り

大
成
農
材
株
式
会
社

広
島
県
広
島
市
中
区
鉄
砲
町

七
番
八
号

平
成
三
十
年

六
月
二
日

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
十
五
号

　

肥
料
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
肥
料
の
登

録
事
項
に
係
る
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

登
録
番
号

（
宮
城
県
）

肥
料
の
種
類

肥
料
の
名
称

生
産
業
者
の
氏
名
又
は

名
称
及
び
住
所

変　

更　

の　

内　

容

変
更
年
月
日

変
更
事
項

変　

更　

前

変　

更　

後
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第
五
六
六
号

副
産
石
灰
肥
料

飯
沼
ミ
ラ
ク
ル

ナ
ノ
・
フ
ル
ボ
酸
鉄
株
式
会
社

宮
城
県
名
取
市
杜
せ
き
の
し
た
五
丁
目
二
二
番
地

の
五

氏
名
（
名
称
）

住
所
肥
料
の
名
称

株
式
会
社
ア
ー
ス
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ

フ福
島
県
福
島
市
沖
高
字
東
原
一

－

一
五

ミ
ネ
ラ
ル
た
っ
ぷ
り
特
許
の
肥
料

ナ
ノ
・
フ
ル
ボ
酸
鉄
株
式
会
社

宮
城
県
名
取
市
杜
せ
き
の
し
た
五
丁
目

二
二
番
地
の
五

飯
沼
ミ
ラ
ク
ル

平
成
二
十
七
年

五
月
二
十
八
日

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
十
六
号

　

肥
料
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
肥
料
の
登
録
は
、
失
効
し

た
。

　
　

平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

失
効
年
月
日

登
録
番
号

（
宮
城
県
）

肥
料
の
種
類

肥
料
の
名
称

保
証
成
分
量
（
％
）

そ
の
他
の
規
格

生
産
業
者
の
氏
名

又　

は　

名　

称

生
産
業
者
の
住
所

窒
素
全
量
り
ん
酸
全
量

加
里
全
量
ア
ル
カ
リ
分

平
成
二
十
六
年

三
月
一
日

第
五
二
六
号

肉
骨
粉

７
・
０
肉
骨
粉

七
・
〇

八
・
〇

そ
の
他
の
制
限
事
項
は
公
定
規

格
の
と
お
り

ユ
ニ
オ
ン
商
事
株
式

会
社

宮
城
県
石
巻
市
川
口
町
二
丁
目
一
番
五
七
号

平
成
二
十
七
年

一
月
二
十
八
日

第
四
四
一
号

炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム

肥
料

12
・
０
苦
土
入
り

炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム

肥
料

五
五
・
〇

そ
の
他
の
制
限
事
項
は
公
定
規

格
の
と
お
り

宮
城
石
灰
工
業
株
式

会
社

宮
城
県
登
米
市
中
田
町
上
沼
字
北
桜
場
八
六
番

地

平
成
二
十
七
年

一
月
二
十
八
日

第
四
四
二
号

炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム

肥
料

10
・
０
苦
土
入
り

炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム

肥
料

五
五
・
〇

そ
の
他
の
制
限
事
項
は
公
定
規

格
の
と
お
り

宮
城
石
灰
工
業
株
式

会
社

宮
城
県
登
米
市
中
田
町
上
沼
字
北
桜
場
八
六
番

地

平
成
二
十
七
年

二
月
五
日

第
五
〇
八
号

フ
ェ
ザ
ー
ミ
ー
ル

蒸
製
毛
粉

一
二
・
〇

ユ
ニ
オ
ン
商
事
株
式

会
社

宮
城
県
石
巻
市
川
口
町
二
丁
目
一
番
五
七
号

平
成
二
十
七
年

三
月
十
八
日

第
五
〇
九
号

魚
か
す
粉
末

魚
か
す
粉
末

九
・
〇

四
・
〇

ユ
ニ
オ
ン
商
事
株
式

会
社

宮
城
県
石
巻
市
川
口
町
二
丁
目
一
番
五
七
号

平
成
二
十
七
年

三
月
十
八
日

第
五
一
〇
号

肉
骨
粉

８
・
５
肉
骨
粉

八
・
五

五
・
〇

そ
の
他
の
制
限
事
項
は
公
定
規

格
の
と
お
り

ユ
ニ
オ
ン
商
事
株
式

会
社

宮
城
県
石
巻
市
川
口
町
二
丁
目
一
番
五
七
号

平
成
二
十
七
年

六
月
五
日

第
五
四
三
号

混
合
有
機
質
肥
料

片
倉
有
混
７
１
０

七
・
〇

一
・
〇

含
有
を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の

最
大
量
及
び
そ
の
他
の
制
限
事

項
は
公
定
規
格
の
と
お
り

片
倉
チ
ッ
カ
リ
ン
株

式
会
社

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
一
丁
目
一
三
番
五
号

平
成
二
十
七
年

六
月
二
十
七
日

第
五
二
九
号

混
合
有
機
質
肥
料

く
み
あ
い
有
機
９

４
０

九
・
〇

四
・
〇

含
有
を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の

最
大
量
及
び
そ
の
他
の
制
限
事

項
は
公
定
規
格
の
と
お
り

片
倉
チ
ッ
カ
リ
ン
株

式
会
社

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
一
丁
目
一
三
番
五
号

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
十
七
号

　

肥
料
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
三
十
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
普
通
肥
料
の
検
査
の
結

果
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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平
成
二
十
六
年
十
一
月
〜
平
成
二
十
七
年
二
月
分

肥
料
の
種
類
等

保
証
票
添
付
者

肥

料

の

名

称

検

査

の

概

要

備

考

分

析

検

査

保
証
票
の
検
査

そ
の
他
の
検
査

項

目

指
摘
事
項

副
産
動
物
質
肥
料

ゼ
ラ
イ
ス
株
式
会
社

Ｊ
栄

－

１
号

主
成
分

－

Ｔ
Ｎ

ヒ
素
、
カ
ド
ミ
ウ

ム

立
入
年
月
日

平
成
二
十
六
年
十

一
月
十
三
日

副
産
石
灰
肥
料

株
式
会
社
グ
リ
ー
ン
マ
ン

蛎
右
衛
門

主
成
分
－
Ａ
Ｌ

ニ
ッ
ケ
ル
、
ク
ロ

ム
、
チ
タ
ン

立
入
年
月
日

平
成
二
十
七
年
二

月
十
三
日

副
産
石
灰
肥
料

株
式
会
社
グ
リ
ー
ン
マ
ン

蛎
次
郎

主
成
分

－

Ａ
Ｌ

ニ
ッ
ケ
ル
、
ク
ロ

ム
、
チ
タ
ン

立
入
年
月
日

平
成
二
十
七
年
二

月
十
三
日

　

（
注
）
一　

分
析
検
査
及
び
そ
の
他
の
検
査
の
欄
は
、
検
査
対
象
荷
口
全
体
の
肥
料
を
代
表
し
得
る
よ
う
に
必
要
袋
数
（
ば
ら
の
場
合
に
は
、
必
要
部
位
数
）
を
抽
出
し
、
混
合
し
た
試
料
一
点
に
つ
い
て
検
査
し
た
結
果
で
あ
る
。

　
　
　
　

二　

分
析
検
査
の
項
目
に
係
る
指
摘
事
項
は
、
分
析
値
と
規
格
・
基
準
値
又
は
表
示
値
と
を
比
較
し
た
結
果
で
あ
る
。

　
　
　
　

三　

主
成
分
の
略
号
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

Ｔ
Ｎ

－

窒
素
全
量
、
Ｔ
Ｐ

－

り
ん
酸
全
量
、
Ｔ
Ｋ

－

加
里
全
量
、
Ａ
Ｌ

－

ア
ル
カ
リ
分

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
十
八
号

　

肥
料
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
三
十
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
殊
肥
料
の
検
査
の
結

果
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

平
成
二
十
六
年
十
月
〜
平
成
二
十
七
年
二
月
分

特　

殊　

肥　

料

の　

指　

定　

名

生
産
業
者
、
輸
入
業
者
若
し

く
は
販
売
業
者
又
は
表
示
者

届　

出　

名

（
及
び
商
品
名
）

検　
　
　

査　
　
　

の　
　
　

結　
　
　

果

備　
　

考

Ｔ
Ｎ

（
％
）

Ｔ
Ｐ

（
％
）

Ｔ
Ｋ

（
％
）

Ｔ
Ｃ
ｕ

（
㎎
／
㎏
）

Ｔ
Ｚ
ｎ

（
㎎
／
㎏
）

Ｔ
Ｃ
ａ
Ｏ

（
㎎
／
㎏
）

Ｃ
／
Ｎ

水
分

（
％
）

そ
の
他

の
検
査

堆
肥

協
業
組
合
松
島
清
掃
公
社

菜
有
機

二
・
〇
二

二
・
九
二

一
・
〇
二

八
・
七

二
三
・
七

立
入
年
月
日

平
成
二
十
六
年
十

月
二
十
四
日

堆
肥

ア
イ
・
テ
ィ
ー
・
エ
ス
フ
ァ
ー

ム
株
式
会
社

醗
酵
け
い
ふ
ん

三
・
二
五

四
・
三
〇

三
・
〇
六

五
・
八

一
八
・
三

立
入
年
月
日

平
成
二
十
六
年
十

月
二
十
四
日

堆
肥

ア
イ
・
テ
ィ
ー
・
エ
ス
フ
ァ
ー

ム
株
式
会
社

地
力
の
粉

三
・
三
六

四
・
〇
五

二
・
九
八

四
・
九

一
六
・
六

立
入
年
月
日

平
成
二
十
六
年
十

月
二
十
四
日
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〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
十
九
号

　

漁
船
損
害
等
補
償
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
六
十
八
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
漁
船
損
害
等

補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
意
を
求
め
る
た
め
の
事
前
届
出

が
あ
っ
た
の
で
、
同
令
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
し
、
当
該
届
出
に
係
る
指
定
漁
船
調
書
を

平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
五
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
九
月
八
日
ま
で
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

届　
　
　
　
　

出　
　
　
　
　

事　
　
　
　
　

項

縦　

覧　

場　

所

発
起
人
の
住
所
及
び
氏
名

加　

入　

区

漁
船
損
害
等
補
償
法
第
百
十
三
条

第
一
項
の
申
出
を
す
る
漁
業
協
同

組
合
の
名
称

東
松
島
市
大
塚
字
大
塚
六
十
八

番
地

 

後
藤　
　

晃

東
松
島
市
新
東
名
三
丁
目
八
番

地
十
一

 

渡
邉　
　

茂

鳴
瀬
加
入
区

宮
城
県
漁
業
協
同
組
合

石
巻
市
開
成
一
番
二
十

七

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
二
十
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東

部
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

石
巻
雄
勝
線

三　

道
路
の
区
域変

更

の

区

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

石
巻
市
真
野
字
新
清
水
八
〇
番
地
先
か
ら

同
市
真
野
字
小
山
五
六
番
五
地
先
ま
で

前

　

六
・
〇
〜

 

一
九
・
三

 

五
八
八
・
八

後

　

七
・
一
〜

 

二
七
・
三

 

五
八
八
・
八

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
二
十
一
号

堆
肥

あ
さ
ひ
な
農
業
協
同
組
合

郷
の
有
機

一
・
三
四

一
・
三
二

一
・
四
三

一
五
・
七

二
六
・
二

立
入
年
月
日

平
成
二
十
六
年
十

月
三
十
日

堆
肥

株
式
会
社
宮
城
発
酵

Ｖ
Ｓ
モ
ミ
ガ
ラ
堆
肥

〇
・
五
〇

〇
・
三
六

〇
・
四
八

二
九
・
三

六
〇
・
二

立
入
年
月
日

平
成
二
十
七
年
二

月
十
三
日

堆
肥

株
式
会
社
宮
城
発
酵

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
堆
肥

〇
・
五
〇

〇
・
九
四

〇
・
六
六

一
九
・
八

六
三
・
二

立
入
年
月
日

平
成
二
十
七
年
二

月
十
三
日

堆
肥

一
般
財
団
法
人
加
美
町
畜
産

公
社

エ
コ
堆
く
ん

一
・
二
八

一
・
四
二

一
・
九
五

一
三
・
九

四
二
・
五

立
入
年
月
日

平
成
二
十
七
年
二

月
十
六
日

堆
肥

栗
原
市
長

（
金
成
有
機
セ
ン
タ
ー
）

か
ん
な
り
ゆ
う
ゆ
う

一
・
〇
四

一
・
六
一

一
・
九
四

一
六
・
八

四
四
・
四

立
入
年
月
日

平
成
二
十
七
年
二

月
十
六
日

　

備
考　

一　

分
析
検
査
を
実
施
し
た
成
分
の
略
号
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

Ｔ
Ｎ

－

窒
素
全
量
、
Ｔ
Ｐ

－

り
ん
酸
全
量
、
Ｔ
Ｋ

－

加
里
全
量
、
Ｔ
Ｃ
ｕ

－
銅
全
量
、
Ｔ
Ｚ
ｎ

－

亜
鉛
全
量
、
Ｔ
Ｃ
ａ
Ｏ

－

石
灰
全
量
、
Ｃ
／
Ｎ

－

炭
素
窒
素
比
、
水
分

－

水
分
含
有
量

　
　
　
　

二　

分
析
値
は
、
Ｔ
Ｃ
ｕ
及
び
Ｔ
Ｚ
ｎ
に
つ
い
て
は
乾
物
当
た
り
の
数
値
、
そ
れ
以
外
の
項
目
に
つ
い
て
は
現
物
当
た
り
の
数
値
で
あ
る
。
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道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
気

仙
沼
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

一
般
国
道

三
九
八
号

本
吉
郡
南
三
陸
町
戸
倉
字
沖
田
五
三
番
二
地
先
か
ら

同
郡
同
町
戸
倉
字
雷
前
一
〇
番
二
地
先
ま
で

平
成
二
十
七
年

八
月
二
十
六
日

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
二
十
二
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
石
巻
市
北
方
土
地
改

良
区
役
員
の
就
任
及
び
退
任
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
東
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
所　

長　
　

正　
　

木　
　
　
　
　

毅　
　
　

一　

就
任
し
た
者

就
任
年
月
日

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

役
職
名

平
成
二
十
七
年
七
月
二
十
日

鈴　

木　
　
　

博

石
巻
市
桃
生
町
神
取
字
屋
敷
三
十
九
番
地

理　

事

平
成
二
十
七
年
七
月
二
十
日

佐
々
木　

正　

利

石
巻
市
桃
生
町
城
内
字
西
嶺
三
十
三
番
地

理　

事

平
成
二
十
七
年
七
月
二
十
日

千　

葉　
　
　

勲

石
巻
市
小
船
越
字
堤
下
百
九
番
地
二

理　

事

平
成
二
十
七
年
七
月
二
十
日

三　

浦　

尊　

徳

石
巻
市
三
輪
田
字
竹
ノ
迫
六
番
地

理　

事

平
成
二
十
七
年
七
月
二
十
日

佐　

藤　

泰　

司

石
巻
市
桃
生
町
永
井
字
新
山
三
番
地

理　

事

平
成
二
十
七
年
七
月
二
十
日

三　

浦　

寛　

一

石
巻
市
飯
野
字
寒
風
沢
内
田
十
二
番
地

理　

事

平
成
二
十
七
年
七
月
二
十
日

高　

橋　
　
　

恵

石
巻
市
桃
生
町
太
田
字
金
山
下
三
十
七
番

地

理　

事

平
成
二
十
七
年
七
月
二
十
日

白　

石　

定　

利

石
巻
市
桃
生
町
倉
埣
字
寺
後
六
十
九
番
地

一

理　

事

平
成
二
十
七
年
七
月
二
十
日

山　

口　

修　

一

石
巻
市
東
福
田
字
沢
向
五
十
五
番
地
二

理　

事

平
成
二
十
七
年
七
月
二
十
日

星　
　
　
　
　

茂

石
巻
市
小
船
越
字
大
縄
場
百
三
十
九
番
地

一

理　

事

平
成
二
十
七
年
七
月
二
十
日

山　

内　

和　

彦

石
巻
市
飯
野
字
外
吉
野
四
十
八
番
地

理　

事

平
成
二
十
七
年
七
月
二
十
日

遠　

藤　

明　

彦

石
巻
市
桃
生
町
高
須
賀
字
内
畑
七
十
七
番

地

理　

事

平
成
二
十
七
年
七
月
二
十
日

髙　

橋　

宏　

志

石
巻
市
桃
生
町
新
田
字
西
町
二
十
番
地

理　

事

平
成
二
十
七
年
七
月
二
十
日

武　

山　
　
　

学

石
巻
市
小
船
越
字
屋
浦
十
八
番
地
三

監　

事

平
成
二
十
七
年
七
月
二
十
日

阿　

部　

秀　

治

石
巻
市
桃
生
町
中
津
山
字
内
八
木
十
五
番

地

監　

事

平
成
二
十
七
年
七
月
二
十
日

髙　

橋　

武
一
郎

石
巻
市
桃
生
町
太
田
字
薬
田
百
三
十
三
番

地

監　

事

二　

退
任
し
た
者

退
任
年
月
日

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

役
職
名

平
成
二
十
七
年
七
月
十
九
日

鈴　

木　
　
　

博

石
巻
市
桃
生
町
神
取
字
屋
敷
三
十
九
番
地

理　

事

平
成
二
十
七
年
七
月
十
九
日

佐
々
木　

正　

利

石
巻
市
桃
生
町
城
内
字
西
嶺
三
十
三
番
地

理　

事

平
成
二
十
七
年
七
月
十
九
日

千　

葉　
　
　

勲

石
巻
市
小
船
越
字
堤
下
百
九
番
地
二

理　

事

平
成
二
十
七
年
七
月
十
九
日

三　

浦　

尊　

徳

石
巻
市
三
輪
田
字
竹
ノ
迫
六
番
地

理　

事

平
成
二
十
七
年
七
月
十
九
日

佐　

藤　

泰　

司

石
巻
市
桃
生
町
永
井
字
新
山
三
番
地

理　

事

平
成
二
十
七
年
七
月
十
九
日

三　

浦　

寛　

一

石
巻
市
飯
野
字
寒
風
沢
内
田
十
二
番
地

理　

事

平
成
二
十
七
年
七
月
十
九
日

高　

橋　
　
　

恵

石
巻
市
桃
生
町
太
田
字
金
山
下
三
十
七
番

地

理　

事

平
成
二
十
七
年
七
月
十
九
日

星　
　
　
　
　

茂

石
巻
市
小
船
越
字
大
縄
場
百
三
十
九
番
地

一

理　

事

平
成
二
十
七
年
七
月
十
九
日

遠　

藤　

明　

彦

石
巻
市
桃
生
町
高
須
賀
字
内
畑
七
十
七
番

地

理　

事

平
成
二
十
七
年
七
月
十
九
日

武　

山　
　
　

学

石
巻
市
小
船
越
字
屋
浦
十
八
番
地
三

理　

事
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平
成
二
十
七
年
七
月
十
九
日

阿　

部　

秀　

治

石
巻
市
桃
生
町
中
津
山
字
内
八
木
十
五
番

地

理　

事

平
成
二
十
七
年
七
月
十
九
日

佐
々
木　

忠　

義

石
巻
市
桃
生
町
太
田
字
峯
畑
三
十
五
番
地

理　

事

平
成
二
十
七
年
七
月
十
九
日

佐　

藤　

末　

男

石
巻
市
飯
野
字
大
吉
野
入
十
四
番
地

理　

事

平
成
二
十
七
年
七
月
十
九
日

千　

葉　

晋　

作

石
巻
市
桃
生
町
新
田
字
西
町
四
十
三
番
地

理　

事

平
成
二
十
七
年
七
月
十
九
日

白　

石　

雄　

治

石
巻
市
桃
生
町
倉
埣
字
人
家
七
番
地

理　

事

平
成
二
十
七
年
七
月
十
九
日

千　

葉　
　
　

正

石
巻
市
大
森
字
大
平
九
十
九
番
地

理　

事

平
成
二
十
七
年
七
月
十
九
日

石　

﨑　
　
　

稔

石
巻
市
飯
野
字
中
山
六
十
一
番
地

監　

事

平
成
二
十
七
年
七
月
十
九
日

菅　

野　

和　

美

石
巻
市
桃
生
町
永
井
字
観
音
下
六
十
九
番

地
一

監　

事

平
成
二
十
七
年
七
月
十
九
日

髙　

橋　

啓　

志

石
巻
市
桃
生
町
給
人
町
字
東
町
七
十
一
番

地

監　

事

公　
　
　

告

〇
県
営
奥
松
島
地
区
土
地
改
良
事
業
（
農
山
漁
村
地
域
復
興
基
盤
総
合
整
備
事
業
（
農
地
整
備
事
業
））
計
画
の
変
更

に
当
た
り
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
の
三
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
を

行
う
の
で
、
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
の
二
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
土
地
改
良
事
業

変
更
計
画
の
概
要
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
当
該
土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
の
概
要
に
意
見
が
あ
る
者
は
、
宮
城
県
知
事
に
対
し
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　

 　

県
営
奥
松
島
地
区
土
地
改
良
事
業
（
農
山
漁
村
地
域
復
興
基
盤
総
合
整
備
事
業
（
農
地
整
備
事
業
））
変
更
計
画

概
要
書

二　

縦
覧
期
間

　
　

平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
五
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
九
月
二
十
五
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

東
松
島
市
役
所
、
東
松
島
市
役
所
鳴
瀬
庁
舎　

四　

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

１　

提
出
期
限　

平
成
二
十
七
年
九
月
二
十
五
日

　

２　

提
出
方
法　

宮
城
県
東
部
地
方
振
興
事
務
所
長
宛
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

送
付
先　

〒
九
八
六

－

〇
八
一
二　

宮
城
県
石
巻
市
東
中
里
一
丁
目
四
の
三
十
二

　
　
　

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　
ｅ
ｔ

－

ｓ
ｇ
ｓ
ｉ
ｎ
ｋ
ｓ
＠
ｐ
ｒ
ｅ
ｆ
．
ｍ
ｉ
ｙ
ａ
ｇ
ｉ
．
ｊ
ｐ

　

３ 　

意
見
書
の
様
式
等　

様
式
は
任
意
で
す
が
、
言
語
は
日
本
語
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、
氏
名
（
法
人
名
）
及
び
連

絡
先
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

４ 　

意
見
書
の
取
扱
い　

提
出
さ
れ
た
意
見
書
の
内
容
は
、
東
松
島
市
役
所
、
東
松
島
市
役
所
鳴
瀬
庁
舎
で
縦
覧
に

供
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
提
出
さ
れ
た
意
見
に
対
し
て
は
、
個
別
に
は
回
答
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
御
了
承

願
い
ま
す
。

　

５　

そ
の
他　

電
話
に
よ
る
意
見
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

監
査
委
員

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
8
号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号
）
第
199条

第
１
項
，
第
２
項
及
び
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
し
た
公
営

企
業
会
計
に
係
る
平
成
27年
度
定
期
監
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
，
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
平
成
27年
８
月
25日

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
安
　
　
部
　
　
　
　
　
孝
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
ゆ
　
　
さ
　
　
み
ゆ
き
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
工
　
　
藤
　
　
鏡
　
　
子
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
成
　
　
田
　
　
由
加
里
　
　
　

記

１
　
監
査
実
施
機
関
及
び
監
査
実
施
年
月
日
並
び
に
事
業
概
要
等

　
　
別
紙
の
と
お
り

２
　
監
査
結
果

　
 　
平
成
26年
度
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
及
び
経
営
に
係
る
事
業
の
管
理
の
事
実
が
地
方
自
治
法
第
２
条
第
14

項
及
び
第
15項
の
規
定
の
趣
旨
に
沿
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
，
特
に
意
を
用
い
て
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
，
公
表
す
べ
き
指
摘
事
項
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

別
紙
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〇
宮
城
県
水
道
用
水
供
給
事
業
会
計

１
　
実
施
し
た
監
査
箇
所
及
び
監
査
年
月
日

　
　
企
業
局
公
営
事
業
課
（
水
道
経
営
管
理
室
を
含
む
。）　
　
平
成
27年
７
月
16日

　
　
大
崎
広
域
水
道
事
務
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
27年
７
月
15日

　
　
仙
南
・
仙
塩
広
域
水
道
事
務
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
27年
７
月
14日

２
　
事
業
概
要

　
　
本
事
業
は
市
町
村
の
水
道
事
業
に
対
し
水
道
用
水
を
供
給
す
る
も
の
で
，
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

事
　
業
　
名

水
源

計
画
給
水
量
給
水
能
力

供
給
対
象
市
町
村

事
業（
給
水
）

開
始
年
度

大
崎
広
域
水
道
事
業
漆
沢
ダ
ム

南
川
ダ
ム
１
日
最
大

12万
㎥

１
日
最
大

10万1,150㎥

大
崎
市
，
栗
原
市
，
加
美
町
，

涌
谷
町
，
美
里
町
，
大
和
町
，

大
郷
町
，
富
谷
町
，
松
島
町
，

大
衡
村
 

（
10市
町
村
）
昭
和
55年
度

仙
南
・
仙
塩
広
域

水
道

事
業

七
ヶ
宿
ダ
ム
１
日
最
大

55万3,300㎥

１
日
最
大

27万9,000㎥

仙
台
市
，
塩
竈
市
，
白
石
市
，

名
取
市
，角
田
市
，多
賀
城
市
，

岩
沼
市
，蔵
王
町
，大
河
原
町
，

村
田
町
，
柴
田
町
，
亘
理
町
，

山
元
町
，松
島
町
，七
ヶ
浜
町
，

利
府
町
，
富
谷
町

 
（
17市
町
）

平
成
２
年
度

３
　
事
業
実
績

　
 　
平
成
26年
度
に
お
け
る
事
業
実
績
は
，
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

事
　
業
　
名

給
水
量

決
　
　
算
　
　
額

経
　
　
営
　
　
状
　
　
況

事
業
収
益
事
業
費
用
当
年
度
純
利
益

当
年
度
未
処
分

利
益
剰
余
金
　

大
崎
広
域

水
道
事
業

㎥
円

円
円

円

23,506,396
3,504,077,862

2,820,439,245
606,960,454

1,384,987,053

仙
南
・
仙
塩
広
域

水
道
事
業

72,975,970
14,115,764,186

9,578,415,191
4,474,597,552

8,972,453,483

合
　
　
計

96,482,366
17,619,842,048

12,398,854,436
5,081,558,006

10,357,440,536

　（
注
）
決
算
額
の
金
額
は
消
費
税
を
含
み
，
経
営
状
況
の
金
額
は
消
費
税
を
除
い
た
経
理
処
理
に
基
づ
く
額
で
あ
る
。

〇
宮
城
県
工
業
用
水
道
事
業
会
計

１
　
実
施
し
た
監
査
箇
所
及
び
監
査
年
月
日

　
　
企
業
局
公
営
事
業
課
（
水
道
経
営
管
理
室
を
含
む
。）　
　
平
成
27年
７
月
16日

　
　
大
崎
広
域
水
道
事
務
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
27年
７
月
15日

　
　
仙
南
・
仙
塩
広
域
水
道
事
務
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
27年
７
月
14日

２
　
事
業
概
要

　
 　
本
事
業
は
工
場
及
び
事
業
所
に
対
し
工
業
用
水
を
供
給
す
る
も
の
で
，
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
 　
事
業
廃
止
し
た
仙
南
工
業
用
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
，
事
業
の
清
算
を
進
め
た
。

事
　
業
　
名

水
　
源

給
水
能
力

給
　
　
水
　
　
区
　
　
域

事
業（
給
水
）

開
始
年
度

仙
塩
工
業
用

水
道

事
業
大
倉
ダ
ム
１
日
最
大

10万
㎥

仙
台
市
，
塩
竈
市
，
多
賀
城
市
，
七
ヶ
浜
町
，

利
府
町
，
大
和
町
，
富
谷
町
 
（
７
市
町
）
昭
和
36年
度

仙
台
圏
工
業
用

水
道

事
業
釜
房
ダ
ム
１
日
最
大

10万
㎥

仙
台
市
，
名
取
市
，
多
賀
城
市
，
七
ヶ
浜
町
，

利
府
町
 

（
５
市
町
）
昭
和
51年
度

仙
台
北
部
工
業
用

水
道

事
業
漆
沢
ダ
ム
１
日
最
大

５
万
 
8,500㎥

大
崎
市
，
加
美
町
，
大
和
町
，
大
衡
村

 
（
４
市
町
村
）
昭
和
55年
度

仙
南
工
業
用

水
道

事
業
七
ヶ
宿

ダ
ム

事
　
　
業
　
　
廃
　
　
止

３
　
事
業
実
績

　
 　
平
成
26年
度
に
お
け
る
事
業
実
績
は
，
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

事
　
業
　
名

給
水
量

決
　
　
算
　
　
額

経
　
　
営
　
　
状
　
　
況

事
業
収
益
事
業
費
用
当
年
度
純
利
益

（
損
　
失
　
△
）

当
年
度
未
処
分

利
益
剰
余
金
　

（
未
処
理
欠
損
金
△
）

仙
塩
工
業
用

水
道
事
業

㎥
円

円
円

円

10,218,121
774,580,307

701,345,533
65,454,018

774,582,035

仙
台
圏
工
業
用

水
道
事
業

12,755,197
442,461,603

541,592,522
△
 102,790,633

364,980,570

仙
台
北
部
工
業
用

水
道
事
業

6,676,911
525,851,838

439,427,790
82,538,167

△
 896,506,530

仙
南
工
業
用

水
道
事
業

－
156,551,000

2,081,162
154,469,838

△
 238,367,771

合
　
　
計

29,650,229
1,899,444,748

1,684,447,007
199,671,390

4,688,304

　（
注
）
決
算
額
の
金
額
は
消
費
税
を
含
み
，
経
営
状
況
の
金
額
は
消
費
税
を
除
い
た
経
理
処
理
に
基
づ
く
額
で
あ
る
。

〇
宮
城
県
地
域
整
備
事
業
会
計

１
　
実
施
し
た
監
査
箇
所
及
び
監
査
年
月
日
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企
業
局
公
営
事
業
課
　
　
平
成
27年
７
月
16日

２
　
事
業
概
要

　
 　
本
事
業
は
，
仙
台
港
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
及
び
地
域
の
振
興
に
資
す
る
事
業
へ
の
長

期
貸
付
等
を
行
っ
て
い
る
。

３
　
事
業
実
績

　
 　
平
成
26年
度
に
お
け
る
事
業
実
績
は
，
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

事
　
業
　
名

決
　
　
算
　
　
額

経
　
　
営
　
　
状
　
　
況

事
業
収
益
事
業
費
用

当
年
度
純
利
益

当
年
度
未
処
分
利
益
剰
余
金

（
未
処
理
欠
損
金
△
）

地
域
整
備
事
業

円
円

円
円

467,097,750
237,530,774

226,721,571
△
 
549,326,346

　（
注
）
決
算
額
の
金
額
は
消
費
税
を
含
み
，
経
営
状
況
の
金
額
は
消
費
税
を
除
い
た
経
理
処
理
に
基
づ
く
額
で
あ
る
。


